第7回まちの未来プロジェクト発言要旨　　03/26/10

１）第6回の発言録の確認　
　　左に福島さんの提案および発言

　　右欄に切り口のキーワードを記入　　　＊右側はアンケートを取る時の切り口案（小池）

２）伊東さん提案

小池注釈の説明
・アンケート項目として具体的に考えてほしい

・買い物行動に関しては年代別に違いがあるので青葉区民全体として、何が必要か検討する必要がある

・多世代混在のまちづくりがでているがハード整備との関連をどのように質問するべきか

・敷地の細分化　土地の価格などに対して各世代の考え方を聞く必要がある

　　why?

青葉区の売り（ブランド　強み）は美しい街並み、整然とした街並みだったが、

未来の青葉区として（住み続けたい　住んでほしい）まちとして

　　　　　整然とした美しい街並みを保全するのか

　　　　　住み続けたい青葉区へシフトするのか　区民に聞く必要がある
・バリアフリー新法との仕分け

・同居率は青葉区は高い　・・・・検討材料となる

・地域活性化として

　　交通網

　　商店街活性化と連動

　通勤・通学者の減少が関与する（東急電鉄都の話から）

・20年後も横浜都民として生活をし続ける青葉区民（意識調査から）とすると、何が必要か
　　どこと何をどう進めるかがポイント

・若い世代の考え方　求めているものーー20年後を考える上で大切
・20年後を想定する切り口として区民会議として考えておく必要がある

　　購買体系の変化⇒全てに影響する

・生活臭のあるまち・・ＰＴの中には若い世代がおず、本当に20年後にこれが求められるか？
　　若い世代に聞く必要が必要

　　子育て世代は高齢者と話をしたいとは調査ではあるが・・ソフト面での計画として何があるか

　　福祉保健計画の進め方を把握して進める必要がある
・規制緩和について

　　青葉区における規制緩和　　グループホーム、保育事業

　　青葉区から提案を出してはどうか　⇒行政区だからできないとするのではなく、独自に出してみる

・環境の切り口が必要との提案に対して

　　さらに検討する必要があるのでは

・緑被率

・地産地消の考え方　　

　　区民意識調査から整理が必要　

　　区民ヒアリングが必要ではないか
伊東提案

・ＰＴの基本メッセージは多世代が持続的に住むまちづくり
・自分たちのまちは自分で　住民意識をあげる

・地方分権を進める

・5－10年のレンジで検討

・人口増加から減少へ

・区内施設の増加は必要ない　　量から質への転換

・一番深刻な問題から解決する

　　待機児童はゼロにする

　　　　町田市が新しい方式を取り入れた　　青葉区も導入検討してはどうか　
　　高齢者施設の充実　

　　　　仕掛けづくりが必要

　　山坂が多い　車の併用は避けられない・・・が前提で考える必要がある

　　　　駅前の駐車。駐輪などの整備　・・ワンストップ方式での
　　　　バス、自通う者、自転車、歩行者が現況　同じアクセス状況　
　　　　⇒用途別に仕分けをしてはどうか

　　高齢者も含め　　エコカーへの転換　自家用車利用は妨げない

　　民間バス　コミュニティバス・・・地方は進むが、都会では難しいのでは

　　　第2タクシー会社を検討してはどうか　（第2都市交通）
　　　インフラはそのまま利用・・　無線呼び出しなど

　　　高齢者対策

高福祉。高負担を意識してもらう

質のよい住環境の維持

　　　　
小池

・未来ＰＴへの提案として　区民へ提案する基本メッセージを決めてはどうか

　つどいなどへ　青葉区民会議の基本姿勢を明らかにする

・地方分権・・・手法として

・人口減少　　大切な切り口　　どのように区民に提示するか？　健康福祉保健計画と連動

・交通体系　交通整備

・高福祉・高負担についてはまだＰＴとしては議論していない

　　

スケジュール確認
3/20 区報原稿締め切り（できなかった）
5/1区報

5/2wk  臨時号原稿

5/20  連長会に臨時号の配布依頼が必要

6/5　つどい

臨時号発行については、広報委員長代行が必要な状況なので、ＰＴとしても中身を決めておく必要がある

●テーマ　キャッチコピー　についての意見交換後下記で運営委員会へ提示することとした
「みんなが持続的に住みたいまち」を目指す
　　　　~自分たちのまちは　自分たちでつくる~
　　

・住み続けたいまちの要素として「美しいまち」があるが、美しいまちだから住み続けたいとはならない。

・多世代というコンセプトは必要

・住みたいと住み続けたい　住民意識を表明するなら、なぜかを示す必要がある

・青葉区ブランド　緑　良い街並み　多世代の中で子育て世代をどう取り込むのか
・30代40代ではなく、若い世代にむけて

・エコカー　　　環境対応ができる　考える　まち
・青葉区へ外からなぜ入ってきたのか・　環境にやさしい？　環境を大切にしている　ことを出す
・6回の中から大切なキーワードがでている

・これをベースに考える

・Ｈ１４には　環境対応までやっていたかどうか
・太陽光利用やエコカーなど当時は検討されていなかった

・自分のまちは自分でつくる・・・ベーシックな考え方だと打ち出す必要がある
・住民の意識が今後は必要　　まちづくりの原点として

・自分のまちは自分で守る

・住みたいまちと住み続けたいまちは　意味が違う⇒外から来る人へ向けては
・「持続的に住みたい」

・日本で一番住みたいまちとして青葉区が一番となった　人気があるようだが、多世代が住みたいというまちなのか？　環境保全としても、若い人対応だと子育てや生活に便利ということが重要になるのでは・

・イメージとしてあこがれなのか・　
・子育て環境　ショッピング　がキーワードになる・・・緑をつぶして、マンションもありうるかもしれない
・なぜをうちださずにみんなで考えてもらうことが必要かもしれない
・自分のまちは自分で守るだと防犯のようだ
・子育てしやすいまち・・・緑や美しいまちより順位が高いのではないか

・高齢化しても怖くないまちは、若い世代が入ってくれば乗り越えられる＝どうすれば外から人を来てもらうのか　⇒ブランド　売りが必要になる

・自分のまちは　自分でつくる　　⇒売りを自分で考えて提示する
　　　自分が参加する意識が必要と提示する

・多世代のかわりにみんながにしてはどうか　　

・子育てしやすいまちへ　みんなが住みたいまち
・子育てが全面にでる？　より　高齢者はどうするか？となるので

・若い世代と老人が共存できるまち

・こどもからシニアまで

・待機児童ゼロをいいきるぐらいの提示が必要
アンケートについて

・未来ＰＴの青葉区としての位置づけは？
アンケートに回答したものがどのように取り扱われるのかを明示する必要がある

⇒区プランの改訂を区役所が行う前に青葉区民の意思を表示する
・アンケートの中に、意義づけを明示しておく
・アンケート実施はいつするのか

⇒つどい参加者対象もありうる　　

　　当日経過を説明して理解してもらえるので良いアンケート回収になる
⇒区民会議協力団体へのアンケート実施も考えられる。

⇒青葉区民会議のＨＰでの実施も

⇒アンケート項目の絞り込が今後必要になる　（質問の仕分け　分野の仕分け）


都会と田舎がいっしょになっているまち＝田園都市　青葉区　　
　　　


・アンケート


　項目


　実施時期・方法


　対象











切り口‐‐部会ごとに意見をだしてもらいアンケートができるようにする





１．子育てしやすい環境


２．生活に便利な環境　　（交通体系　ショッピング）


３．今の緑を維持する環境


４．エコロジーとしての環境　（青葉区30万人にとって何ができるか）








区民参加を呼び掛ける





施策の


情報共有や提供








